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備　　考

前　　　　　　　　　　期

炭化水素のハロゲン化、置換反応と脱離反応

最終回に授業評価アンケートを行う

アルコールの合
成と反応

アルコールの製法、エタノールの生合成、置換反
応による合成、オレフィンからの合成

アミンおよびそ
の誘導体の合
成と反応

JABEE基準１（１）Ａ　①

カルボニル化合物からの合成、アルコールの反
応

エーテルの工業的製法、Williamsonの合成法、エ
ポキシドの合成と反応

炭化水素合成
と反応

（Ｃ）学習・教育目標

内　　　　　　容
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画

有機合成反応
の考え方

合成化学では、構造の簡単な化合物から比較的複雑な化合物に変換する。有
機合成では、有機反応の豊富な知識と高度な合成技術を習得しなければなら
ない。有機合成では、分子設計から目的化合物が得られる最後の段階まで常
に構造式を通じて考えなければならない。本講義では、化合物の構造式をいろ
いろ考えながら目的化合物にたどり着くように、有機反応を基礎から応用へと
話題を展開していく。

到　達　目　標

①以下の項目にあげた反応などについて、反応
機構が説明できること。
②章末問題を解くことができる。

評　価　方　法

中間試験　３５％
期末試験　３５％
レポート　３０％

授
業
概
要

ハロゲン化合
物の合成と反
応

カルボニル化
合物の合成と
反応

カルボニル化
合物の合成と
反応

炭化水素合成
と反応

芳香族化合物
の合成と反応

アルカン、アルケン、アルキンの合成

窒素化合物の還元、Mannich反応、アンモニアの
アルキル化、アミドのHofmann転位

求電子置換反応による置換ベンゼンの合成、ジ
アゾニウム塩を利用する置換ベンゼンの合成

カルボン酸およ
びその誘導体
の合成と反応

カルボン酸とエステルの合成、エステルの加水分
解、マロン酸エステル合成

アルドール反応、交差アルドール、分子内アル
ドール

ジチアンのアルキル化、アセタールの生成と保護
基

アルデヒドとケトンの合成法

アルカン、アルケン、アルキンの反応

全体の学習のまとめを行う。また、授業評価アン
ケートを行う。
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授業評価・理解度

必修 講義・前期 学修単位

学年 単位・時間

5C １・１００分

有機化学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、有機化学実験
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項　　　　目

芳香族化合物
の合成と反応

カルボニル化
合物の合成と
反応

エーテルの合
成と反応

置換ベンゼンの配向性と反応速度、配向性を利
用する合成戦略

アルコールの合
成と反応

まとめ

電子効果、立体効果、結合エネルギー、求核性と
塩基性


